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	６. Asia-Pacific Psychology Meeting
	8月1日に第1回がPenang, Malaysiaで開催され，担当常務理事を派遣した。
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	（２）漢字の形態情報が共感覚色の数に与える影響
	（３）Hypoactivation of the Right Prefrontal Cortex Underlying Motor‐Related Inhibitory Deficits in Children with Autism Spectrum Disorder: A Functional Near‐Infrared Spectroscopy Study
	（４）Cheering Enhances Inter‐Brain Synchronization Between Sensorimotor Areas of Player and Observer


	２．公益社団法人日本心理学会国際賞の選考・授与
	＜特別賞＞ 室伏 靖子
	＜功労賞＞ 長谷川 壽一（（独行）大学改革支援・学位授与機構）
	太田 信夫（筑波大学 名誉教授／東京福祉大学 教授）
	＜奨励賞＞ 荒川 礼行（University of Maryland Baltimore）
	平井 真洋（自治医科大学）
	伊村 知子（日本女子大学）
	小野 史典（山口大学）
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	３．公益社団法人日本心理学会学術大会優秀発表賞の選考・授与
	４．公益社団法人日本心理学会心理学ミュージアム作品賞の選考・授与
	＜最優秀作品賞＞
	＜優秀作品賞＞

	５．シチズン・サイコロジスト奨励賞の選考・授与(認定心理士の会企画)
	＜シチズン・サイコロジスト奨励賞＞

	６．研究集会等への支援
	７．国際会議参加者への旅費補助
	８．災害からの復興のための実践活動及び研究の助成
	９．若手の会

	Ⅶ．資格認定及び研修
	１．公益社団法人日本心理学会認定心理士資格の審査と授与
	２．公益社団法人日本心理学会認定心理士（心理調査）資格の審査と授与
	３．教科書等の刊行
	４．認定心理士資格と公認心理師資格の調整
	５．認定心理士の会
	６．講演会・シンポジウム・研修会

	Ⅷ．その他目的を達成するために必要な事業
	１．心理学の普及・啓発のための広報活動
	２．倫理規程の継続的な検討・倫理問題の解決
	３．選挙の実施
	（１）理事長・常務理事選挙の実施
	理事長・常務理事選挙を実施した。

	４．男女共同参画推進
	男女共同参画推進委員会にて検討を行った。
	第83回大会時企画（Ⅰ－３－（４）（９））
	５．高校心理学教育の検討
	教育研究委員会 高校心理学教育小委員会にて検討を行った。
	公開シンポジウム「高等学校への心理学教育の導入をめぐって」を開催した（Ⅰ－２－（１）ａ）
	６．その他
	（１）100周年記念事業(2027年度)

	100周年記念事業を企画した。
	（２）ICP2016記念事業(国際委員会企画)→１－３－（７）
	（３）認定心理士30周年記念事業(2020年度)の企画

	認定心理士30周年記念事業を企画した。
	（４）部門・部会制の検討
	（５）COVID-19対応
	アメリカ心理学会（APA）公式Web サイトに掲載された，新型コロナウイルス(COVID-19)に関する記事を，アメリカ心理学会の許諾を得て日本語に翻訳し，HPに掲載した。





